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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月10日(2008.7.10)

【公開番号】特開2002-35290(P2002-35290A)
【公開日】平成14年2月5日(2002.2.5)
【出願番号】特願2000-219178(P2000-219178)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月26日(2008.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　表示状態が変化可能な可変表示手段の表示結果として複数種類の特定
表示結果のうちのいずれかが導出されたときに遊技者に有利な特定遊技状態に制御される
遊技機であって、
　遊技の進行を制御するとともに、前記特定遊技状態に制御するか否かを前記可変表示手
段の表示結果の導出以前に決定する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段が出力した指令信号の入力に基づいて、前記可変表示手段の制御を行
なう表示制御手段とを備え、
　該表示制御手段は、
　　前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときに、前記
可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちのいずれかを最終表示結果として導出
表示させる前に、仮表示結果として導出表示させる特定表示結果を決定することが可能な
仮表示結果決定手段と、
　　該仮表示結果決定手段により決定された特定表示結果を仮表示結果として導出表示さ
せた後、前記最終表示結果を導出表示させることが可能な表示結果導出手段とを含む、遊
技機。
　　【請求項２】　前記表示制御手段は、数値データを更新することが可能な数値更新手
段を有し、該数値更新手段から抽出された数値データに基づき前記仮表示結果として導出
表示させる特定表示結果を決定する、請求項１に記載の遊技機。
　　【請求項３】　前記可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちの特別表示結
果が表示結果として導出表示されたときに、前記遊技制御手段は、前記特定遊技状態への
制御に加えて該特定遊技状態とは異なる遊技者に有利な特別遊技状態への制御を行い、
　前記仮表示結果決定手段は、前記最終表示結果として導出表示される特定表示結果が前
記特別表示結果以外であるときには、前記仮表示結果として導出表示される特定表示結果
が前記特別表示結果とならないように前記仮表示結果としての特定表示結果を決定する、
請求項１または請求項２に記載の遊技機。
　　【請求項４】　前記遊技制御手段は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特
定表示結果の導出表示を行なわせるか否かを決定する、請求項１～請求項３のいずれかに
記載の遊技機。
　　【請求項５】　前記指令信号は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表
示結果の導出表示を行なわせるか否かを識別可能な指令情報を含む、請求項１～請求項４
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のいずれかに記載の遊技機。
　　【請求項６】　前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されてい
るときには、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行な
わせない確率よりも、前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせる確率
の方が高く設定されている、請求項４または請求項５に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　　【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の本発明は、表示状態が変化可能な可変表示手段の表示結果として複数
種類の特定表示結果のうちのいずれかが導出されたときに遊技者に有利な特定遊技状態に
制御される遊技機であって、
　遊技の進行を制御するとともに、前記特定遊技状態に制御するか否かを前記可変表示手
段の表示結果の導出以前に決定する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段が出力した指令信号の入力に基づいて、前記可変表示手段の制御を行
なう表示制御手段とを備え、
　該表示制御手段は、
　　前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときに、前記
可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちのいずれかを最終表示結果として導出
表示させる前に、仮表示結果として導出表示させる特定表示結果を決定することが可能な
仮表示結果決定手段と、
　　該仮表示結果決定手段により決定された特定表示結果を仮表示結果として導出表示さ
せた後、前記最終表示結果を導出表示させることが可能な表示結果導出手段とを含んでい
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２に記載の本発明は、請求項１に記載の発明の構成に加えて、前記表示制御手段
は、数値データを更新することが可能な数値更新手段を有し、該数値更新手段から抽出さ
れた数値データに基づき前記仮表示結果として導出表示させる特定表示結果を決定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項３に記載の本発明は、請求項１または請求項２に記載の発明の構成に加えて、前
記可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちの特別表示結果が表示結果として導
出表示されたときに、前記遊技制御手段は、前記特定遊技状態への制御に加えて該特定遊
技状態とは異なる遊技者に有利な特別遊技状態への制御を行い、
　前記仮表示結果決定手段は、前記最終表示結果として導出表示される特定表示結果が前
記特別表示結果以外であるときには、前記仮表示結果として導出表示される特定表示結果
が前記特別表示結果とならないように前記仮表示結果としての特定表示結果を決定する。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項４に記載の本発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載の発明の構成に加え
て、前記遊技制御手段は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導
出表示を行なわせるか否かを決定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項５に記載の本発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載の発明の構成に加え
て、前記指令信号は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表
示を行なわせるか否かを識別可能な指令情報を含んでいる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項６に記載の本発明は、請求項４または請求項５に記載の発明の構成に加えて、前
記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときには、前記表示
制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせない確率よりも、
前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせる確率の方が高く設定されて
いる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　　【作用】
　請求項１に記載の本発明によれば、以下の作用がある。表示状態が変化可能な可変表示
手段の表示結果として複数種類の特定表示結果のうちのいずれかが導出されたときに遊技
者に有利な特定遊技状態に制御される。遊技制御手段の働きにより、遊技の進行が制御さ
れるとともに、前記特定遊技状態に制御するか否かが前記可変表示手段の表示結果が導出
表示される以前に決定される。表示制御手段の働きにより、前記遊技制御手段が出力した
指令信号の入力に基づいて、前記可変表示手段が制御される。表示制御手段に含まれる仮
表示結果決定手段の働きにより、前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが
決定されているときに、前記可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちのいずれ
かが最終表示結果として導出表示される前に、仮表示結果として導出表示させる特定表示
結果が決定される。表示制御手段に含まれる表示結果導出手段の働きにより、仮表示結果
決定手段により決定された特定表示結果が仮表示結果として導出表示された後、前記最終
表示結果が導出表示される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３



(4) JP 2002-35290 A5 2008.7.10

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２に記載の本発明によれば、請求項１に記載の発明の作用に加えて、数値データ
を更新することが可能な数値更新手段を有する前記表示制御手段の働きにより、該数値更
新手段から抽出された数値データに基づき前記仮表示結果として導出表示させる特定表示
結果が決定される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３に記載の本発明によれば、請求項１または請求項２に記載の発明の作用に加え
て、前記可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちの特別表示結果が表示結果と
して導出表示されたときに、前記遊技制御手段の働きにより、前記特定遊技状態への制御
に加えて該特定遊技状態とは異なる遊技者に有利な特別遊技状態への制御が行なわれる。
前記仮表示結果決定手段の働きにより、前記最終表示結果として導出表示される特定表示
結果が前記特別表示結果以外であるときには、前記仮表示結果として導出表示される特定
表示結果が前記特別表示結果とならないように前記仮表示結果としての特定表示結果が決
定される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項４に記載の本発明によれば、請求項１～請求項３のいずれかに記載の発明の作用
に加えて、前記遊技制御手段の働きにより、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての
特定表示結果の導出表示を行なわせるか否かが決定される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項５に記載の本発明によれば、請求項１～請求項４のいずれかに記載の発明の作用
に加えて、前記遊技制御手段が、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結
果の導出表示を行なわせるか否かを識別可能な指令情報を含む前記指令信号を出力し、前
記指令信号の入力に基づいて、前記表示制御手段が、前記可変表示手段に前記仮表示結果
としての特定表示結果を導出させる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項６に記載の本発明によれば、請求項４または請求項５に記載の発明の作用に加え
て、前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときには、前
記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示が行なわれない確率よ
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りも高い確率で、前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示が行なわれる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　　【課題を解決するための手段の具体例】
　（１）　表示状態が変化可能な可変表示手段（可変表示装置８）の表示結果として複数
種類の特定表示結果（たとえば、２２２、１１１、７７７）のうちのいずれかが導出され
たときに遊技者に有利な特定遊技状態（大当り）に制御される遊技機であって、
　遊技の進行を制御するとともに、前記特定遊技状態に制御するか否かを前記可変表示手
段の表示結果の導出以前に決定する遊技制御手段（図４の基本回路５３、図６のランダム
カウンタ１）と、
　前記遊技制御手段が出力した指令信号の入力に基づいて、前記可変表示手段の制御を行
なう表示制御手段（表示制御基板８０）とを備え、
　該表示制御手段は、
　　前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときに、前記
可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちのいずれかを最終表示結果として導出
表示させる前に、仮表示結果（図２８の（ｇ））として導出表示させる特定表示結果を決
定することが可能な仮表示結果決定手段（図２７のＳＡ１３６～ＳＡ１３９）と、
　　該仮表示結果決定手段により決定された特定表示結果を仮表示結果として導出表示さ
せた後（図２６のＤ１０、図２７のＳＡ１４１および図２８の（ｇ））、前記最終表示結
果を導出表示させる（図２６のＤ１２、図２７のＳＡ１０９および図２８の（ｊ））こと
が可能な表示結果導出手段とを含んでいる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８２】
　（２）　前記表示制御手段は、数値データを更新することが可能な数値更新手段を有し
（図２４）、該数値更新手段から抽出された数値データに基づき前記仮表示結果として導
出表示させる特定表示結果を決定する（図２５）。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８３】
　（３）　前記可変表示手段に前記複数種類の特定表示結果のうちの特別表示結果（確変
図柄「１，３，５，７，９」）が表示結果として導出表示されたときに、前記遊技制御手
段は、前記特定遊技状態への制御に加えて該特定遊技状態とは異なる遊技者に有利な特別
遊技状態への制御を行い（大当りの発生確率が向上した確率変動状態（確変状態）となる
。）、
　前記仮表示結果決定手段は、前記最終表示結果として導出表示される特定表示結果が前
記特別表示結果以外であるときには、前記仮表示結果として導出表示される特定表示結果
が前記特別表示結果とならないように前記仮表示結果としての特定表示結果を決定する（
図２５および図２７のＳＡ１３５～ＳＡ１３９）。
【手続補正１７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　（４）　前記遊技制御手段は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結
果の導出表示を行なわせるか否かを決定する（図８の説明参照）。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８５】
　（５）　前記指令信号は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の
導出表示を行なわせるか否かを識別可能な指令情報を含んでいる（図８参照）。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８６】
　（６）　前記遊技制御手段で前記特定遊技状態に制御することが決定されているときに
は、前記表示制御手段に前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせない
確率よりも、前記仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせる確率の方が高
く設定されている（図８：２０％＋１０％＋１５％＋１５％＝６０％）。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　　【課題を解決するための手段の具体例の効果】
　請求項１に関しては、表示制御手段が、遊技制御手段が特定遊技状態に制御することを
決定したときに、可変表示手段に複数種類の特定表示結果のうちのいずれかを最終表示結
果として導出表示させる前に、仮表示結果として導出表示させる特定表示結果を決定する
ことが可能な仮表示結果決定手段と、仮表示結果決定手段により決定された特定表示結果
を仮表示結果として導出表示させた後、最終表示結果を導出表示させることが可能な表示
結果導出手段とを含んでいるため、遊技の進行を制御する遊技制御手段が仮表示結果を決
定する必要がないので、遊技制御手段の制御負担が軽減される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　請求項２に関しては、請求項１に関する効果に加えて、数値更新手段から抽出された数
値データに基づき仮表示結果として導出表示させる特定表示結果を決定するため、仮表示
結果として導出表示させる特定表示結果がランダムに選択されることになるので、遊技者
を飽きさせないようにすることができる。
【手続補正２２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
　請求項３に関しては、請求項１または請求項２に関する効果に加えて、仮表示結果決定
手段が、最終表示結果として導出表示される特定表示結果が特別表示結果以外であるとき
には、仮表示結果として導出表示される特定表示結果が特別表示結果とならないように仮
表示結果としての特定表示結果を決定するため、仮表示結果の後に不利な表示結果が導出
されることにより遊技者が落胆することが防止される。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９０】
　請求項４に関しては、請求項１～請求項３のいずれかに関する効果に加えて、遊技制御
手段が、表示制御手段に仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせるか否か
を決定するため、仮表示結果の表示を行なう場合と行なわない場合とがあるため、遊技の
進行にめりはりができ、遊技の興趣性を向上させることができる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　請求項５に関しては、請求項１～請求項４のいずれかに関する効果に加えて、指令信号
が、表示制御手段に仮表示結果としての特定表示結果の導出表示を行なわせるか否かを識
別可能な指令情報を含んでいるため、表示制御手段は、仮表示結果を決定することなく、
仮表示結果を導出表示させる制御を行なうことができる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９２】
　請求項６に関しては、請求項４または請求項５に関する効果に加えて、遊技制御手段で
特定遊技状態に制御することが決定されているときには、表示制御手段に仮表示結果とし
ての特定表示結果の導出表示を行なわせない確率よりも、仮表示結果としての特定表示結
果の導出表示を行なわせる確率の方が高く設定されているため、仮表示結果が表示されて
再抽選が行なわれる回数が多くなるので、最終的にどの特定の表示結果となるのかがすぐ
には分からないことが多くなり、遊技者にとってより有利な表示結果になることへの期待
感を遊技者により多く持たせることができる。


	header
	written-amendment

